
平 成 2 8 年 ２ 月 2 4 日 

株式会社日本政策金融公庫 

 

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）は、全国の高校生を対象にしたビジネスプランコンテスト 

第４回 「創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」を開催します。 

 エントリー受付は平成28年７月１日（金）から９月16日（金）まで、最終審査会は平成29年 

１月８日（日）東京大学において開催します。 
 

 前回は過去最高となる264校（2,333件）の応募があり、その中から選ばれた10チームによる最終

審査会が平成28年１月に行われました。最終審査会では、白熱したプレゼンテーションが繰り広げ

られ、青稜高等学校 の「“ききゅう（木救）教室”で、学校生活を快適にする！」がグランプリを

獲得し、多くのメディアに取り上げていただきました。 
 

 前回183校の高校に実施し、好評を得た「出張授業」を今回も実施します。「出張授業」は、全国

の希望する高校に、日本公庫の創業支援担当の専門職員が訪問し、無料でビジネスプランの作成を

サポートするものです。また、無料オンライン講座「gacco（ガッコ）」（http://gacco.org/）の本

グランプリ推奨講座も引き続き開講する予定です。 

なお、平成27年10月に本グランプリの公式Facebookページを開設しました。本グランプリに関

するホットな情報を随時配信して参りますので、ご注目ください。 
 

日本公庫は、起業を増やし、活力溢れる日本を創っていくために、これからも「自ら考え、行

動する力」を育む、「起業教育」の推進に取り組んでいきます。 
 

【開催概要】 

名称 第４回「創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」 

募集内容  

若者ならではの自由な発想や創造力を活かした次のプラン 

・人々の生活や世の中の仕組みをより良いものに変えるビジネスプラン 
・地域の課題や環境問題などの社会的な課題を解決するビジネスプラン 

応募資格  全国の高校（中等教育学校後期課程を含む）の生徒からなるグループまたは個人  

審査項目 ①商品・サービス、②顧客、③経営資源（ヒト、モノ、技術等）、④収支計画 

サポート  希望する高校向けに「出張授業」等を無料で実施し、プラン作成をサポート 

スケジュール  

平成28年４月 
平成28年７月１日（金） 
平成28年９月16日（金） 
平成28年10月12日（水） 
平成28年12月上旬  

出張授業開始 
エントリー開始 
エントリーシート提出期限     
ビジネスプランシート提出期限   
ファイナリスト10組決定 

最終審査会  

（日程）  平成29年１月８日（日） 

（場所）  東京大学伊藤謝恩ホール （東京大学本郷キャンパス内） 

（表彰）  グランプリ、準グランプリ、審査員特別賞等を授与  

第４回 「創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」を開催 

ニュースリリース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考１）前回開催結果 

（参考２）オンライン講座でプラン作成をサポート 

「gacco」によるオンライン講座 
 

前回に引き続き、ビジネスプラン作成に必要な基礎

知識を学べる無料オンライン講座を開講予定です。 
 

講座名 「ビジネスプランをつくってみよう」 

担当講師 武蔵大学 高橋 徳行 教授 

講座特徴 
・身近な事例を用いた分かりやすい内容 

・自ら学習できるようにワークも準備 

U R L http://gacco.org/ 

第３回「創造力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリ」開催結果 

【最終審査結果】（平成 28 年１月 10 日 東京大学伊藤謝恩ホール） 

受賞  高校名  プランタイトル  

グランプリ  青稜高等学校（東京都品川区） 「“ききゅう（木救）教室”で，学校生活を快適にする！」 

準グランプリ  香川県立高松工芸高等学校 おへんろレンタサイクル ～四国八十八ヶ所 慈転車参り ～ 

審査員特別賞  

千葉県立千葉商業高等学校 Reborn  

～捨てられる地域資源、落花生の「カラ」に新たな役割を！～ 

岐阜県立大垣養老高等学校 グリーンカーテンに革命起こせ！ 

～冬でも楽しめる食用瓢箪カーテン～ 

静岡県立富岳館高等学校 究極のエコ資材の可能性 ～被災地の法面緑化～ 

※上記のほか、岩手県立遠野緑峰高等学校、市川高等学校（ほか３校）、大阪府立三国丘高等学校、岡山県立倉敷

鷲羽高等学校、広島市立広島工業高等学校の５プランが優秀賞を受賞 

グランプリを受賞した青稜高校 

プレゼンの様子（高松工芸高校） 

○ 高校生が地域のために何かアクションを起こすことは、それだけで地域

活性化や地元への郷土愛が育まれ、１０年２０年先に大きな力となって

現れるのではないかと思いました。 

○ 事業計画書を作成するのは大変な作業であると実感したと同時に、良い

意見が対話の中から生まれた時や、事業計画書を書き上げた時の喜びは

計り知れないものでした。 

高校生の声 

※プレゼンテーションの様子については、公庫ＨＰ（http://www.jfc.go.jp/）で動画がご覧になれます。 

○ 本校ではアクティブラーニングの実践に力を入れていますが、本グラン

プリに参加した生徒の目を見張る成長ぶりには大変驚かされたととも

に、参加してよかったと思っています。教員の指導には時間と労力を要

しますが、それ以上に生徒の成長が大きかったと感じました。 

先生の声 

エントリー総数 264 校【2,333 件】 
（第２回は 207 校【1,717 件】） 

出張授業実施先 183 校 
（第２回は 148 校） 

（参考３）Facebook を活用した最新情報の発信 

グランプリ専用 Facebook ページ 

27 年 10 月より、高校生ビジネスプラン・グランプ

リに関する最新情報などを発信しています。出張授

業の様子なども投稿予定です。 

 

 

 

U R L：http://www.facebook.com/grandprix.jfc 

QRコードまたは下記URL

よりご覧いただけます。 


